
 
 

協賛のお願い 
 

 

 

 日本列島のほぼ中央に位置する滋賀県は、琵琶湖を中心に抱き、周囲を山々に囲まれた水と緑

が豊かな県です。 

雄大な山々とその頂から眼下に広がる壮大な琵琶湖は、我が国最大の湖ならではのダイナミッ

クな景観を形成するとともに、多種多様な彩りを見せる森林と碧く輝く琵琶湖は、一体となって

四季折々の風景を作り出しています。 

 

 

私たちは、ふるさと滋賀の地域特性である「森－川－里－湖」のつながりと、いにしえよ

り培われてきた「森林」、「びわ湖」、「人（暮らし）」のかかわりを再確認し、将来を見据えな

がら森林を守り、活かし、これらの取組を支えることで、碧く輝くびわ湖と健全で緑豊かな

森林を、次の世代、その次の世代へと持続的につないでいきます。 

 

 

こうした理念のもと、令和４年（2022 年）春に、滋賀県で第 72回全国植樹祭を開催します。 

 

この第 72回全国植樹祭を成功へと導き、より多くの方々の心に残る実り多いものとするために

は、県民や企業、関係団体、琵琶湖の下流域の府県民等の皆様の御協力がなくてはならないもの

と考えており、このたび、広く協賛のお願いをすることといたしました。 

 

第 72回全国植樹祭開催の趣旨に御理解と御賛同をいただき、温かい御支援と御協力を賜ります

よう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和元年６月 

 

 

 

                      第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会 

                        会 長   三 日 月 大 造 

 

                      



 

お願いしたい協賛の概要について 
 

 

◇資金の提供 
 ・第 72回全国植樹祭およびその関連行事のために、資金の御提供をお願いするものです。 

 ・実行委員会が指定する公益財団法人滋賀県緑化推進会の受入口座への納入となります。 

 ・協賛金は、そのすべてを第 72 回全国植樹祭およびその関連行事に使用し、目的外には一切

使用しません。 

  【使用例】 

   ○第 72回全国植樹祭の準備・運営（式典会場の整備、式典の運営など） 

   ○県全域で豊かな森林を未来に継承するための取組（県内各地における植樹活動など） 

   ○緑化推進の取組の拡大（緑の少年団の活動への支援など） 

 

 

◇物資の提供 
 ・第 72 回全国植樹祭の式典での配布物品や、全国植樹祭の準備活動、ＰＲ活動等において使

用する物品の御提供をお願いするものです。  

  【参考例】 

   車両（広報活動、準備活動等に使用）、携帯電話、スタッフ用ベスト・帽子、招待者への

配付物品（バッグ、手荷物検査用ビニール袋、帽子、ポケットコート（雨具））、式典で

使用する木製品（プランターカバー、木製ベンチ）、式典での植樹で使用する物品（移植

ごて、軍手、飲料水）など 

 

 ・その他、車両・機器等の無償貸与、運送、役務の提供、広告掲示等による協賛の方法もあ

ります。 

 

 

◇協賛の特典 
  協賛いただいた企業様等には、全国植樹祭の会場や公式ホームページ、記録誌等で協賛者

名が掲載されるなど、協賛の規模に応じて様々な特典が得られます（詳細は次頁を御覧くだ

さい）。 

  また、物品その他の協賛の場合は、実行委員会が御協賛内容から換算した金額規模に応じ

た特典とさせていただきます。 

  なお、協賛金や物品等を御提供頂くために必要となる経費は、税制上の優遇措置の対象と

なります。   

法人の場合 特定寄附金として、協賛額全額を損金算入できます。 

個人の場合 特定寄附金として、一定の額を所得控除（税額控除と選択）できます。 

また個人住民税の寄附金税額控除が受けられます。 

 

 

◇募集の期間 
  別に定めがない限り、原則として令和４年３月末までお受けします。 



協賛をいただいた方への特典 
 

区       分 

 

200 万円 

以上 

100 万円 

以上 

200 万円 

未満 

30 万円 

以上 

100 万円 

未満 

10 万円 

以上 

30 万円 

未満 

１万円 

以上 

10 万円 

未満 

1 

１年前プレイベントへの参加とチラシへの掲載 

（※令和３年(2021年)２月末までに協賛いただい

た方に限ります） 

○ ○ 

   

2 全国植樹祭式典等への特別招待者枠の確保 
○ 

（２枠） 
○ 

   

3 
実行委員会会長（滋賀県知事）による感謝状贈呈

式の開催 ○  
   

4 
式典(エピローグ）大型スクリーンへ

の協賛者名の掲載 

協賛者ロゴ ○ ○ ○   

協賛者名 ○ ○ ○ ○ ○ 

5 

実行委員会発行の定期刊行物への掲

載 

協賛者ロゴ ○ ○ ○   

協賛者名 ○ ○ ○ ○ ○ 

式典プログラムへの掲載 
協賛者ロゴ ○ ○ ○   

協賛者名 ○ ○ ○ ○ ○ 

式典会場協賛者ボードへの掲載 
協賛者ロゴ ○ ○ ○   

協賛者名 ○ ○ ○ ○ ○ 

全国植樹祭記念誌への掲載 
協賛者ロゴ ○ ○ ○   

協賛者名 ○ ○ ○ ○ ○ 

6 
全国植樹祭ホームページ・ＳＮＳへ

の掲載 

協賛者ロゴ ○ ○ ○   

協賛者ＨＰ

へのリンク 
○ ○ ○ 

  

協賛者名 ○ ○ ○ ○ ○ 

7 植樹祭支援呼称・シンボルマーク等の使用 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

【留意事項】 

① 協賛者の特典区分について 

○印部分が協賛者特典となります。なお、新たな特典を追加する場合があります。 

②「４」～「６」について 

・掲載については協賛金の多い順とし、同額の場合には申込み順とさせていただきます。なお、金額と申込

み順がともに同じ場合は、五十音順に紹介させていただきます。また、金額の区分に応じて、文字やロゴ

の大きさを変えさせていただきます。 

・30 万円以上の場合は、協賛者ロゴの掲載を基本とします。ただし協賛者から希望があった場合は、協賛者

ロゴではなく協賛者名の掲載とします。 

③ 実行委員会発行の定期刊行物への掲載について 

・定期刊行物は、令和元年度(2019 年度)から令和４年度(2022 年度)までに各年度１～２回発行する予定で、

各号の発行準備に間に合う号からの掲載となります。 

・30 万円未満の場合は、「そのほかにも、○○者の方から協賛をいただいております。」のように紹介します。 

④ 全国植樹祭ホームページの掲載について 

掲載は、協賛金納入後（または協賛物品の納品後）からとなります。 

⑤ 「７」について 

使用時期は、協賛金の納入後（または協賛物品の納品後）とします。なお、シンボルマーク等は決定後（令

和元年夏頃の予定）から使用可能となります。 



第 72 回全国植樹祭の概要 
 

１ 開催時期・内容等 

全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する国民的 

理解を深めるために行う国土緑化運動の中心的行事です。毎年春に 

天皇皇后両陛下の御臨席のもと開催されます。 

(1)主 催 公益社団法人国土緑化推進機構および滋賀県 

(2)開 催 日 令和４年(2022 年)春（４月～６月）の日曜日 

(3)大会内容 ・式典行事（両陛下によるお手植え、お手播き等） 

・植樹活動（招待者、一般県民等） 

・その他関連行事（全国林業後継者大会等） 

 

２ 式典会場 

「鹿
か

深
ふか

夢の森（甲賀市）」 

 

 

 

 

 

３ お手植え・お手播きの樹種 

◇お手植え樹種（各３種、計６種） 

【天皇陛下】：スギ(少花粉)、トチノキ、アカガシ 

【皇后陛下】：ヒノキ、イロハモミジ、エドヒガン 

◇お手播き樹種（各２種、計４種） 

【天皇陛下】：クロマツ、コウヤマキ 【皇后陛下】：ウツクシマツ、ホンシャクナゲ 

 

４ 招待者記念植樹会場（県内６か所） 

鹿深夢の森（式典会場に併設：甲賀市）、比叡山（大津市）、滋賀県油日林木育種場（甲

賀市）、みなくち子どもの森（甲賀市）、希望が丘文化公園（野洲市）、東近江市新出町（東

近江市） 

 

 

 

 

<第 72 回全国植樹祭への協賛に関するお問合せ先> 

 

  滋賀県 琵琶湖環境部 全国植樹祭推進室 

  （第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会事務局） 

  〒520-0807 滋賀県大津市松本一丁目２－１  大津合同庁舎６階 

   （電話）077-528-3970  （ＦＡＸ）077-528-4891 

   （Ｅ-mail）zensyoku@pref.shiga.lg.jp 


